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特集

令和元年度 純情産地確立
「繋（つなぐ）プラン」の
取り組みについて

タイトルのKlara（クラーラ）は、宮沢賢治の手帳にしるされている
言葉で、エスペラント語で「晴」「暖かい」を意味します。
全農の未来がそして世の中の全てが、明るく晴れやかにという願いが
込められています。

冷凍トマトで作る
“簡単冷製スープ”
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料理監修／髙橋ヒサ子
管理栄養士・いわて糖尿病療養指導士

♥材料（２人分）

♥作り方

●トマト…２個
●ドライハーブ（バジル、オレガノ）…２つまみ
●Ａ（エクストラバージンオイル…小さじ２／ガーリックパウダー・塩、こしょう・
　みじん切りパセリ・レモン汁…各少々）
● きゅうり、セロリ、玉ねぎ…各みじん切り少々

❶トマトは洗ってヘタを取り、縦半分に切って冷凍用袋に入れて冷凍しておく。
❷❶の冷凍トマトを電子レンジで加熱する（600Ｗで２分）。
❸❷を電子レンジから出したら皮を取り除き、フォークで荒くつぶす。
❹❸にＡを加え、トマトから出た水分と一体になるまでよく混ぜたら、塩で
味を整える。

❺❹を器に盛り、きゅうり、セロリ、玉ねぎのみじん切りをトッピングする。
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副本部長

藤村 明智



前
期
３
か
年（
平
成
28
年
〜
30
年

度
）で
は
、第
44
回
Ｊ
Ａ
岩
手
県
大

会
で
決
議
し
た「
農
家
組
合
員
の
所

得
増
大
」と「
農
業
生
産
の
拡
大
」に

向
け
た「
純
情
産
地
確
立『
栄（
さ
か

え
）』プ
ラ
ン
」の
実
践
を
、全
農
岩
手

県
本
部
の
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て

位
置
づ
け
、米
や
野
菜
の
買
取
販
売
の

拡
大
・
畜
産
の
借
り
腹
事
業
産
子
の
斡

旋
・
稲
作
モ
デ
ル
生
産
者
に
お
け
る
手

取
り
向
上
等
々
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

今
次
３
か
年（
令
和
元
年
〜
３
年

度
）で
は
、第
45
回
Ｊ
Ａ
岩
手
県
大
会

で
決
議
し
た「『
農
家
組
合
員
の
所
得

増
大
と
農
業
生
産
の
拡
大
』へ
の
更
な

る
挑
戦
」に
向
け
、今
回
も
岩
手
県
本

部
の
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て「
岩
手

県
の
農
業
を
5
年
後
・
10
年
後
に
繋

ぐ
」「
産
地
と
消
費
地
・
世
界
を
繋
ぐ
」

の
恒
久
的
・
継
続
的
実
現
に
向
け
、創

造
的
自
己
改
革「
純
情
産
地
確
立『
繋

（
つ
な
ぐ
）プ
ラ
ン
』」と
銘
打
っ
て
実

践
し
て
ま
い
り
ま
す
。本
プ
ラ
ン
は
、Ｊ

Ａ
と
と
も
に
取
り
組
み
、農
家
の
Ｊ
Ａ

利
用
率
向
上
に
つ
と
め
る
こ
と
を
目

的
に
策
定
し
ま
し
た
。ま
た
、部
門
別

重
点
実
施
策
の
重
要
項
目
で
あ
り
、

職
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
ら
の
役
割

り
を
十
分
に
理
解
し
、Ｊ
Ａ
毎
に
管

理
す
る「
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を
も
っ
て
着

実
に
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
回
は
、「
純
情
産
地
確
立『
繋（
つ

な
ぐ
）プ
ラ
ン
』」の
内
容
に
つ
い
て
、ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今次３か年で「強化する取り組み」

創造的自己改革

を策定し、ＪＡとともに取り組む

1営農支援
　（ＪＡ利用率向上・農家対応力・事業受託・産地づくり）
2生産者への情報発信の強化
3生産拡大

■部門毎に重要項目をピックアップ。
■従来型の行動計画からＪＡ支援型の実行計画に変更。
■ＪＡ別に計画策定。

「純情産地確立『繋（つなぐ）』プラン」

「純情産地確立『繋プラン』」

令和元年度　純情産地確立「繋（つなぐ）プラン」メニュー一覧表

「
純
情
産
地
確
立『
繋（
つ
な
ぐ
）プ
ラ

ン
』」は
、「
す
べ
て
は
農
家
組
合
員
の
た
め

に
」と
い
う
姿
勢
の
も
と
、Ｊ
Ａ
と
全
農
岩

手
県
本
部
が一
体
と
な
り
、具
体
的
な
数

値
目
標
を
着
実
に
実
践
し
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、農
家
の
Ｊ
Ａ
利
用
率
を
向
上
さ
せ
、

Ｊ
Ａ
が
取
り
組
む
自
己
改
革
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
益
々
厳
し
い
生
産
環
境
が
想
定
さ

れ
ま
す
が
、全
農
岩
手
県
本
部
は
、ど
ん

な
時
で
も
農
家
組
合
員
の
皆
様
方
の
負

託
に
応
え
続
け
る
組
織
と
し
て
、Ｊ
Ａ
の

皆
様
と
と
も
に
、精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
本
会
事
業
に
対
し
特
段
の
ご

理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

部　門 「繋プラン」管理する
実行具体策 年　度

計画（総合農協） 計画（専門農協・員外）

県合計 新いわて いわて
中央

いわて
花巻

岩手
ふるさと 江刺 おおふなと いわて

平泉 花　平 岩中酪 員　外

営農支援部

農家手取り最大化
実践メニューの拡充

30年実積 ２ＪＡ ○ ○ － － － － －

元年計画 7ＪＡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｚ-ＧＩＳ導入目標件数
30年実積 - - - - - - - -

元年計画（件） 100 9 15 29 24 15 1 7 

米穀部
ＪＡ集荷数率（対生産比）の
拡大によるJA米穀集荷数量
の拡充（主食用米）

30年実積（㌧ ） 152,550 20,500 20,500 45,000 36,000 11,000 550 19,000 

（生産比） 61% 43% 68% 59% 80% 70% 20% 58%

元年計画（㌧ ） 164,000 23,200 21,000 49,600 38,300 11,300 600 20,000 

（生産比） 66% 47% 69% 67% 81% 71% 22% 63%

園芸部

反収向上・新規生産者の獲
得・1億円団地の組成を通じ
た取扱数量の拡大（野菜）

30年実積（㌧ ） 61,595 41,837 5,663 4,581 2,170 2,117 617 4,610 

元年計画（㌧ ） 66,820 45,640 6,100 5,000 2,350 2,300 630 4,800 

りんごの生産数量拡大
30年実積（㌜  ） 1,012,459 104,834 348,848 243,826 19,280 210,157 4,915 80,599 

元年計画（㌜  ） 1,030,000 106,650 354,900 248,000 19,600 213,800 5,050 82,000 

畜産酪農部

和牛子牛取扱頭数の維持
30年実積（頭） 162 46 15 58 7 6 10 20 

元年計画（頭） 150 45 15 35 20 15 5 15 

生乳取扱数量の維持
30年実積（㌧ ） 195,740 118,006 192 11,705 17,461 576 959 14,391 7,100 21,490 3,860 

元年計画（㌧ ） 193,731 116,700 190 11,650 17,280 570 950 14,240 7,025 21,265 3,861 

生産資材部

「ＢＢ肥料大規模農家対策」
対象数量の拡大

30年実積（㌧ ） 9,823 1,186 2,086 3,675 1,251 1,129 25 471 

元年計画（㌧ ） 10,500 1,300 2,200 3,800 1,300 1,270 30 600 

「担い手直送規格農薬」
普及面積の拡大

30年実積（ha） 4,800 556 600 1,400 1,360 530 4 350 

元年計画（ha） 5,110 590 610 1,500 1,400 600 10 400 

「機能厳選低価格
トラクター」の普及拡大

30年実積（台） 7 2 1 2 2

元年計画（台） 13 2 1 2 2 1 5

「農薬散布用ドローン」の
普及拡大

30年実積（台） 2 2

元年計画（台） 10 1 2 2 2 1 2

北東北
エネルギー
事業所

組合員へのホームエネル
ギー提案を実践するモデル
JA育成

30年実積 － － － － － － － －

元年計画 ７JA 電力診断 電力診断 電力診断 電力診断 電力診断 電力診断 電力診断
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スケジュールは変更になる場合があります

♣8月開催予定イベント♣8月開催予定イベント♣8月開催予定イベント

7月12日～9月30日 管理部
純情産地いわての店
「みのるダイニング」　　　　　
夏のエーデルワインフェア

8月1日 米穀部 第10回高校生「調理・製菓」
コンテスト決勝大会審査

8月6日 営農支援部 第3回TACアグリビジネススクール

8月上旬～9月上旬 管理部
純情産地いわての店
「みのるダイニング」
純情野菜フェア

8月10日 畜産酪農部　 いわて牛無料試食会

8月第4週～第5週 営農支援部 農家手取り最大化中間検討会
（全７JA）

JA全国女性組織協議会とJA全農が共同で企画した「どんぶり47プロジェ
クト」。47都道府県各地のJA女性部の皆さんが丼ぶりレシピを考案しまし
た。JA全農では8月～11月に、各都道府県代表に選ばれたどんぶりを使用
し、スポーツ応援のキャンペーンを開催します。詳しくは、「どど～んと丼ぶ
り応援キャンペーン」特設サイトをご覧ください。ご応募お待ちしています！

どど～んと丼ぶり
スポーツ応援キャンペーン

【日時】8月5日（火）～11月30日（土）

岩手県の各JA女性部の皆さんが考案した丼ぶりをご紹介！

【日時】8月10日（土）
【開催場所】JR盛岡駅前　滝の広場

焼きたてのいわて牛を
お楽しみいただけます

見どころは、その場で丸焼きす
るいわて牛の骨付きモモ肉

ご来場お待ちしています！

JA全農

いわて牛無料試食会
畜産酪農部

昨年の様子

昨年の様子
一昨年の様子

番外編

江刺名物『あんか
けうどん』をどんぶ
りに！お肉を鶏肉か
ら豚肉に変え、しょ
うゆベースのあんか
けに。

JA江刺女性部 「あんかけ丼」

岩手県農協肉牛経営者連絡協議会が主催する「いわて牛無料試食会」を
今年も開催。今年は8月10日（土）、10時半からいわて牛の配布を開始します。
（予告なく変更になる場合があります）
この試食会は、「いわて牛」の普及と消費拡大を目的として平成24年から
開催し、毎年行列ができるほど多くの方が来場しています。帰省時期と重なる
ため、県内外のお客様にいわて牛の美味しさを知っていただける絶好の機会
です。また、育てた牛を生産者が自ら振る舞うのも特徴です。
今年配布するいわて牛は1500食を予定。その他にもキュウリや牛乳など

県産農畜産物のお振る舞いも。無くなり次第終了ですので、ぜひお早めにお
越しください！

東
京
で
は
、連
日
曇
天
ま
た
は
雨
の
日
の
た
め
梅
雨

明
け
の
待
ち
遠
し
い
日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

7
月
4
日
（
木
）
先
陣
を
切
っ
て
豊
洲
市
場
に
て

「
J
A
い
わ
て
平
泉
」の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。県
内
J
A
と
し
て
は
豊
洲
市
場
開
場
後
初
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
は
、一
関
市
の

勝
部
市
長
、J
A
い
わ
て
平
泉
の
佐
藤
組
合
長
、各
野
菜

部
会
長
の
皆
様
、県
本
部
高
橋
副
本
部
長
が
参
加
し
、

「
2
0
1
9
い
わ
て
純
情
む
す
め
」と
と
も
に
、、2
0
0

食
分
の
ト
マ
ト・ミ
ニ
ト
マ
ト・な
す・き
ゅ
う
り
の
試
食
を

買
参
人
の
皆
様
へ
提
供
し
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、7
月
6
日（
土
）に
は
大
田
市
場
に
て
、

「
J
A
い
わ
て
ふ
る
さ
と
」と
し
て
は
夏
場
初
開
催
と
な

る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
奥
州

市
の
小
沢
市
長
、金
ヶ
崎
町
の
高
橋
町
長
、J
A
岩
手
ふ

る
さ
と
の
後
藤
会
長
、県
本
部
高
橋
副
本
部
長
が
参
加

し
、試
食
と
し
て「
無
限
ピ
ー
マ
ン
」3
0
0
食
分
が
提

供
さ
れ
ま
し
た
。ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
は
、ふ
る
さ
と
の
主

力
品
目
で
あ
る
ピ
ー
マ
ン
で
取
引
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

量
販
店
、オ
ー
ケ
ー（
株
）の
二
宮
社
長
も
お
越
し
く
だ

さ
り
、「
J
A
岩
手
ふ
る
さ
と
の
野
菜
を
待
っ
て
い
る
人

達
が
い
る
。」と
い
う
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

翌
週
の
7
月
12
日（
金
）に
は
、「
J
A
新
い
わ
て
」

の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
大
田
市
場
内
の
東
京
青
果
と
荏

原
青
果
に
て
開
催
さ
れ
、計
6
0
0
食
分
の
キ
ャ
ベ
ツ

と
レ
タ
ス
の
試
食
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。J
A
新
い
わ

て
の
野
菜
応
援
隊
で
あ
る
、「
も
ん
ず
ら
す
か
し
ぇ
ー
る

ず
」の
お
二
人（
田
村
さ
ん
・
工
藤
さ
ん
）も
活
躍
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

来
た
る
7
月
27
日（
土
）に
は
、岩
手
県
知
事
と
J
A

い
わ
て
グ
ル
ー
プ
と
の「
い
わ
て
純
情
野
菜
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
」が
大
田
市
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。連
日
各
産
地

の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
大
田
市
場
で

す
が
、当
日
は
、岩
手
県
保
副
知
事
、J
A
岩
手
県
五
連

久
保
会
長
、県
内
7
J
A
の
組
合
長
、大
型
野
菜
経
営
者

協
議
会
の
高
村
会
長
、県
本
部
畠
山
本
部
長
ほ
か
、文
字

通
り
県
内
各
団
体
の
ト
ッ

プ
が
参
加
し
、盛
大
に「
い

わ
て
純
情
野
菜
」の
P
R

を
お
こ
な
い
ま
す
。

本
県
の
野
菜
は
こ
れ

か
ら
最
盛
期
へ
と
入
っ
て

い
き
ま
す
が
、消
費
地
で
は

「
い
わ
て
純
情
野
菜
」を

待
っ
て
い
る
フ
ァ
ン
が
大

勢
お
り
ま
す
の
で
、生
産

者
の
皆
様
、た
く
さ
ん
の

出
荷
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

純
情
ブ
ラ
ン
ド
消
費
地
の「
今
」を
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

岩
手
県
内
３
Ｊ
Ａ「
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
」の
開
催

消費地販売課

川畑 春海

消
費
地
販
売
部 

発

シルバーロースラー2016（赤） シルバーソーヴィニヨンブラン2017（白） 夜空のカノン（岩手県産山ぶどう・キャンベル使用）

Minoru Dining
みのるinfo

7/4開催「JAいわて平泉トップセールス」

7/6開催「JA岩手ふるさとトップセールス」

7/12開催「JA新いわてトップセールス」

夏のエーデルワインフェア開催中!
純情産地いわての店「みのるダイニング」では、「夏のエーデルワインフェア」を開催して

います。期間中、エーデルワインを特別価格でご提供します。
みのるダイニングのグリル料理とも相性抜群！是非、この機会にご賞味ください。
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おおふなと管内のこ
ろ柿(干し柿)と、根菜
類を簡単調理で食べ
やすく、かき揚げに！
根菜類はささがき
に、ゴボウは下茹でを
することで、子どもも
抵抗なくペロリ。

JAおおふなと女性部 「柿揚げどん」

岩手県代表レシピ
に選ばれました!

JA岩手ふるさと女性部 「ヴェールをまとった唐揚丼」

手間がかかる豚カツ
が、マヨネーズを塗っ
て焼くことでお手軽
に！子どもにも青菜や
椎茸をもりもり食べ
てもらえるよう工夫。

JA新いわて女性部 「はちまんたい恵丼」

脂質を控え、鶏肉を使
用。朝から食べても重
くないため、勝負メシ
に最高！チーズ入りで
乳製品を摂取できる
とともに、味噌との絡
みや、ごぼう、椎茸な
どの旨みもたくさん。

JAいわて花巻 「愛農土n_n(あいのう丼)」

子ども達が大好き
なお肉。スポーツを
する子ども達にとっ
て、疲労回復と身体
づくりに一番の食材
です。３種類のお肉
を子どもが喜ぶ味
付けでどんぶりに！

JAいわて中央女性部 「お肉どん・どん・どんぶり」

衣に一工夫をした風
味の良いから揚げを
どんぶりに！更に、ふ
るさと管内産のプチ
ヴェールを添えます。



営農技術課

高橋 伸夫

笑顔がはじける

純
情
む
す
め

活
動
記

毛
け づ か

塚 雅
ま さ と

人さん
管理部　総合企画課
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TRY
!

●
ド
ロ
ー
ン
散
播
の
概
要

現
在
、農
薬
散
布
用
ド
ロ
ー
ン
は
水
稲
除
草
剤

（
粒
剤
）、カ
メ
ム
シ
・い
も
ち
病
防
除
剤
等
に
利

用
が
可
能
で
、大
規
模
経
営
体
の
関
心
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

今
回
の
鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
散
播
は
、㈱
三
研
ソ
イ

ル
に
依
頼
し
た
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
種
子
を
本
会
所
有

の
ド
ロ
ー
ン
で
代
か
き
後
の
湛
水
状
態
の
水
田
に

散
播（
ば
ら
蒔
き
）し
ま
し
た
。ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
種
子
の
散
播
は
種
子
重
量
が
重

く
、播
種
専
用
の
装
置
が
な
い
た
め
粒
剤
散
布
装

置
で
の
播
種
と
な
り
手
探
り
の
状
態
で
の
作
業
と

な
り
ま
し
た
。

●
実
証
内
容

○
品
種
：
飼
料
用
米
専
用
種「
た
わ
わ
っ
こ
」

　

 

耐
倒
伏
性
が
強
い
早
生
種
で
あ
る
た
め
直

●

実
証
の
ね
ら
い

J
A
全
農
い
わ
て
は
、水
稲
栽
培
の
さ
ら
な
る

省
力
・
低
コ
ス
ト
化
に
向
け
て
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

散
播
直
播
の
実
証
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

直
播
栽
培
は
、育
苗
コ
ス
ト
が
低
減
で
き
る

こ
と
か
ら
大
規
模
経
営
に
欠
か
せ
な
い
技
術
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、一
方
で
は
収
量
が
不
安
定
な

こ
と
、雑
草
対
策
が
難
し
い
こ
と
等
で
敬
遠
す
る

経
営
体
も
あ
り
、こ
う
し
た
課
題
を
解
消
す
る

た
め
の
技
術
の
蓄
積
も
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

●
設
置
の
経
緯

今
回
の
実
証
圃
は
、本
年
度
設
置
さ
れ
た

J
A
新
い
わ
て
管
内
の
農
家
手
取
り
最
大
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
モ
デ
ル
農
家「
農
事
組
合
法
人
サ

ン
ロ
ー
ド
」の
協
力
を
得
て
26
．3
ａ
の
圃
場
で

行
っ
て
い
ま
す
。

サ
ン
ロ
ー
ド
は
新
た
な
飼
料
用
米
専
用
種

「
た
わ
わ
っ
こ
」の
安
定
生
産
を
経
営
課
題
と
し

て
お
り
、こ
れ
ま
で
移
植
栽
培
だ
け
で
あ
っ
た
も

の
を
本
会
か
ら
の
ド
ロ
ー
ン
散
播
に
よ
る
省
力

化
の
実
践
メ
ニ
ュ
ー
提
案
を
受
け
て
水
稲
直
播

栽
培
の
省
力
効
果
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

播
栽
培
で
の
出
穂
遅
れ
を
解
消

○
肥
料
：
B
B
飼
料
用
米
湛
水
直
播
4
2
2

　

 

肥
効
調
節
型
肥
料
が
主
体
の
飼
料
用
米
直

播
専
用
肥
料

○
播
種
量
：
乾
籾
5
．4
k
g
/
10
a（
5
月
15
日
）

　

 

分
げ
つ
が
少
な
い
穂
重
型
品
種
の
た
め
穂
数

確
保
に
よ
る
多
収
を
目
標
に
播
種
量
を
増
量

○
播
種
時
間
：
10
分
／
10
a

　

 

粒
剤
散
布
装
置
は
容
量
が
小
さ
く
、大
量
の

鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
種
子
を
播
種
す
る
場
合
に

吐
出
量
が
少
な
い
た
め
補
給
に
時
間
を
要

し
た
も
の
の
均
一
な
播
種
が
可
能

○ 

雑
草
防
除
：
高
葉
齢
ヒ
エ
に
対
応
で
き
る
ボ

デ
ー
ガ
ー
ド
プ
ロ
1
㌔
粒
剤
の
ド
ロ
ー
ン
散
布

　
散
布
時
間
：
3
分
30
秒
／
10
a

●
稲
の
生
育
等

苗
立
ち
歩
合
85
％
が
確
保
さ
れ
、出
芽
・
苗
立

は
均
一
に
、㎡
当
た
り
の
苗
立
ち
本
数
は
目
標
を

大
幅
に
上
回
り
順
調
な
生
育
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ン
ロ
ー
ド
で
は
、ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
播
種

や
除
草
剤
散
布
時
に
は
、田
植
え
作
業
を
中
断

し
て
従
業
員
に
見
学
さ
せ
る
等
関
心
も
高
く
、

実
証
内
容
を
確
認
し
な
が
ら
今
後
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
散
播
直
播
の
導
入
可
能
性
を
探
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

生育状態（7月3日）

苗立状態（6月6日）

↢↥⠪ߣߦᅗ㑵ࠆߔ
営農支援ㇱߩᵴേࠍリポート

TR

営農支援
リポート ド

ロ
ー
ン
に
よ
る

鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
直
播
栽
培

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
直
播
栽
培

営農支援ㇱߩᵴേࠍリポート
＊「
裏
方
の
素
晴
ら
し
さ
」＊

2019いわて純情むすめ

瀬川 愛里

　

「
第
15
回
滝
沢
・
雫
石
連
合
畜
産
共
進
会
」
が
、

「
い
わ
て
純
情
む
す
め
」
と
し
て
初
め
て
の
活
動
で

し
た
。
当
日
は
、
牛
・
馬
を
食
用
や
農
用
と
し
て
育

て
て
い
る
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
や
、
尊
敬
の
念

を
抱
か
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
の
共
進
会
で
は
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
の
部
は
34

頭
、
黒
毛
和
種
の
部
は
65
頭
、
牛
は
全
部
で
99
頭
の
参

加
で
、
農
用
馬
の
部
は
10
頭
の
参
加
で
し
た
。
最
初
は

「
す
ご
く
つ
ぶ
ら
な
瞳
に
、
た
く
ま
し
い
艶
の
あ
る
身

体
。
か
わ
い
い
な
ぁ
」
と
思
っ
て
見
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
高
校
生
が
牛
に
引
っ
張
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を

見
て
、
「
暴
れ
た
ら
怖
い
だ
ろ
う
な
、
飼
育
者
が
怪
我

を
し
な
い
と
良
い
な
」
と
も
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
牛

や
馬
が
排
泄
を
す
る
と
、
す
ぐ
に
回
収
に
向
か
う
職

員
。
き
っ
と
飼
育
場
で
は
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
排
泄

物
に
、
そ
れ
を
掃
除
す
る
方
が
い
る
ん
だ
ろ
う
と
想
像

し
ま
し
た
。
本
当
に
愛
情
を
持
っ
て
、
誠
意
を
持
っ
て

飼
育
す
る
方
々
が
い
る
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
牛
肉
や

牛
乳
を
食
す
る
こ
と
が
で
き
、
農
用
馬
に
重
い
も
の
を

運
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
な
と
思
い
ま
す
。

私
の
父
が
ず
っ
と
肉
を
切
る
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
、

岩
手
県
産
の
黒
毛
和
牛
や
い
わ
て
短
角
和
牛
を
食
べ
る

機
会
は
多
く
、
と
て
も
美
味
し
く
て
大
好
き
で
す
。
今

回
、
出
場
し
た
立
派
な
牛
た
ち
を
見
て
、
や
っ
ぱ
り
そ

の
通
り
だ
と
納
得
し
ま
し
た
。

　

審
査
員
は
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
で
は
乳
房
の
ハ
リ

や
面
積
等
を
、
黒
毛
和
種
は
黒
み
や
筋
肉
等
の
体
の

つ
き
方
等
を
比
較
し
、
農
用
馬
は
前
駆
後
駒
の
筋
肉

の
付
き
具
合
を
比
較
し
て
い
ま
し
た
。
全
体
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
注
目
す
る
部
位
が
あ
り
ま
し
た
。
人

間
の
体
調
管
理
で
も
難
し
い
の
に
、
牛
や
馬
を
、
餌

や
運
動
量
で
調
節
し
体
型
維
持
を
さ
せ
な
い
と
い
け

な
い
の
は
大
変
難
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
受
賞

者
に
「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
伝
え
ま
し
た

が
、
飼
育
し
て
い
る
全
て
の
皆
さ
ん
に
も″
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
〟と″
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〟を
伝

え
た
い
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
苦
難
を
経
て
生
産
さ

れ
て
い
る
牛
や
馬

を
い
た
だ
く
時

や
、
利
用
す
る
機

会
が
あ
る
度
に
、

感
謝
の
気
持
ち
や

裏
方
へ
の
尊
敬
の

念
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
し
、
多
く
の

人
に
伝
え
て
い
き

た
い
で
す
。

◉趣味・特技　
　  　スノーボード、本を読む
こと、最近は釣りにはまっ
ています。

◉現在の担当業務　
　  　現在は、イベントの取材
やクラーラの記事作成、
HP・facebookの更新な
ど、広報業務を中心に行っています。

◉これからどんな職員になってみたいか　
　  　広報担当として、「JA全農いわて」ならではの情報を発
信できるような職員になっていきたいです。取材業務で多
くの方と関わることで全農いわての顔となれるように、頑
張りたいです。

◉その他アピール　
　  　公私問わず、色々なことに挑戦していきたいです。よろし
くお願いいたします。

JA全農いわてのJA全農いわての全農いわての

純情人純情人
じゅん じょう びと

サンロードの皆さん



　あっという間に7月が終わってしまいまし
た！私は久しぶりに地元のお祭りを見ること
ができ、大満足な初夏を過ごすことができま
した。8月10日は盛岡駅前で「いわて牛無料
試食会」が開催されます。また、純情産地いわ

て「みのるダイニング」では、エーデルワイン
フェアと純情野菜フェアを実施します。この夏
は是非、たくさんの“おいしい”を体験しに来
てください！

（井戸川）
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JA全農いわては、７月５日に県立盛岡農業高等学校への「和
牛子牛贈呈式」を開催しました。将来の岩手県畜産業の後継者
育成と、学校教育の更なる発展に貢献することを目的として、本
会所有場（和牛改良センター）で飼育されている黒毛和種子牛２
頭を贈呈。贈呈式では運営委員会の久保憲雄会長が生徒へ目録
を渡し、「農業生産の将来を担う盛岡農業高等学校生徒の皆さ
んに、ぜひ肥育分野にも挑戦してほしい」と応援の言葉を送りま
した。
盛岡農業高等学校が黒毛和種の肥育に挑むのは今回が初。畜

産科学科２年生の４名が授業の一環として取り組んでいきます。
チームの代表、竹田晴信さんは「肥育初挑戦にわくわくしている。
４人で立派な牛を育てていきたい」と決意を語りました。
贈呈した子牛は、生後約９か月から10か月ほど。餌に酒粕を用

いるなど、盛岡農業高等学校独自の方法で育てていきます。

ＪＡ全農いわては、農事組合法人となん、(株)純情米いわて、JAいわて中央、本会の４者間で米の売買について複数年契約を締結するこ
ととし、「合意式」を開催しました。
合意式は７月１日に盛岡市内のホテルで実施。代表者による合意書への署名や農事組合法人となん生産の「銀河のしずく」おにぎりの試

食を行いました。複数年契約の締結は県内３例目、県内卸売業者との複数年契約は県内初です。
本会 畠山俊彰本部長は「複数年契約は買い取り数量や価格が決まってお

り、生産者や実需者、消費者にも利点が多い。今後も複数年契約の事業展開
をすすめていく」と話しました。
この契約は、生産者が安心して水稲生産に取り組むことができる環境づくり

と、安定所得の確保を目的とした3か年契約となっています。数量、価格、取引
条件等を４者協議のうえ決定するため、下記のメリットが期待されています。
●生産者…買取り数量、価格、販売先が決まり安心
●販売側…数量確保、価格安定をすることができる
●消費者… 決まったところで生産された安全な米を、安定価格で
　　　　　買うことができる
　今後もJA全農いわてでは、3か年の複数年契約を基本として、取り組みを

強化していきます。

●安心した水稲生産へ向けて
令和元年７月１日（月）

「農事組合法人となん」との複数年契約『合意式』

●後継者育成をサポート！
　盛農生が肥育初挑戦
令和元年７月５日(金)

盛岡農業高等学校　和牛子牛贈呈式

NEWS WIDE ANGLE

JA全農いわては、ハウス食品㈱と共に岩手県庁第一応接室にて達増拓也知事を表
敬訪問し、「いわて純情野菜のカラフルカレー」をPRしました。
岩手県産の野菜を使用したカレーレシピを考案しPRするこのキャンペーンは、
2010年からスタートし今年で9回目。今年の「カラフルカレー」で使用した野菜は、ト
マト(JAいわて花巻)、ピーマン(JA岩手ふるさと)、しいたけ（JA新いわて）、ズッキーニ
（JAいわて中央）、たまねぎ（JAいわて花巻）の5種類。お米は岩手県オリジナル水稲
品種の「銀河のしずく」を使用しました。
カレーを試食した達増知事は、「使用されている食材それぞれでも美味しいが、合わ

さった時の相乗効果で何倍もの美味しさになっている。色合いもカラフルで食べてい
て飽きない」と絶賛しました。
発表されたレシピは、ハウス食品のホームページやテレビCM、県内スーパーの店頭

で紹介されます。岩手の野菜がたっぷり入った、暑い夏にぴったりの「いわて純情野菜
のカラフルカレー」を、ぜひご賞味ください。

岩手県JA-SSチェーンは、昨今社会で大きな問題となっている、子どもたちの社会
的孤立問題について支援していくために「子どもの居場所ネットワークいわて」へ協賛
品を贈呈しました。協賛品は、「農協全国商品券40万円分」と「交通安全反射材キー
ホルダー1000個」。式では、県JA-SSチェーンの菊池晋本部委員長から、子どもの居
場所ネットワークいわての山屋理恵共同代表へ目録が手渡されました。菊池本部委
員長は、「子どもの成長を温かく見守る活動に利用してもらいたい」と話しました。
協賛品の商品券は、子どもの居場所ネットワークいわてが県産野菜や果物を購入

するのに利用し、購入した食材は子ども食堂で提供される予定です。
県JA-SSチェーンでは、これまで、「こども110番」活動や「田んぼの生き物調査」等

の協賛活動に取り組んできました。今後もこれらの活動を通じ、将来の担い手である
子どもたちの成長と自立に寄与してまいります。

7月9日（火）、「農事組合法人となん」は盛岡市
手代森地区でリモートセンシングを行いました。
リモートセンシングとは、特殊カメラを積んだ

ドローンで幼穂形成期の稲を上空から撮影し、
生育状況として葉の色・葉の茂りを「見える化」す
ることです。撮影した画像は、ファームアイ(株)独
自の技術で解析し、「生育マップ」を作成します。
これにより生育状態が一目でわかり、収量向上
や品質改善へと繋げることができます。
ドローンを活用した「ほ場の健康診断」に、農
事組合法人となんの見学者は興味津々の様子で
した。

令和元年7月9日（火）

令和元年7月9日（火）

令和元年7月9日（火）

「いわて純情野菜のカラフルカレー」　岩手県知事表敬訪問

岩手県JA－SS　子どもの居場所ネットワークいわて協賛品贈呈式

農事組合法人となん　リモートセンシングの取り組み

●いわての野菜たっぷり！ ハウス食品とのコラボカレーをPR

●子どもたちの成長を支援

●先進技術で収量向上へ　ドローン飛行

ドローンの説明を受ける見学者 ほ場でドローンを飛ばしました

ニュースワイドアングル

いわての野菜たっぷり！ ハウス食品とのコラボカレーをPR

ニュースワイドアングル

連携強化を誓い合いました

贈呈した子牛２頭と、関係者ら

表敬訪問での記念撮影
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JA 全農いわてホームページ
〒020-8605 盛岡市大通一丁目2番1号　TEL019-626-8615　FAX019-653-6145

http://www.junjo.jp

■営農と生活を支援し、元気な産地づくりに取り組みます。
■安全で新鮮な国産農畜産物を消費者にお届けします。
■地球の環境保全に積極的に取り組みます。




